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　あいサポート運動とは、障がいの特性を理解し、障がいのある方に温かく接し、困っているときに「ちょっ
とした手助け」を行う運動のことです。
　あいサポート運動を地域で実践いただく「あいサポーター」の養成研修を開催いたします。気軽にご参加く
ださい。

　日　時　２月１日㈭　午後１時３０分～（９０分程度）
　場　所　秩父市歴史文化伝承館　１階　研修室
　定　員　３０名（参加費無料）
　申込み　秩父市社会福祉協議会または長瀞町福祉介護課へ連絡（締切１月２５日まで）

 問合せ 　秩父市社会福祉協議会　☎２２・１５１４　　　　　　
　　　　　　福祉介護課　福祉担当　☎６６・３１１１　内線１４４

あ い サ ポ ー タ ー 研 修

町長コラム１２ 『瑞穂の国　日本』への想い

　明治安田生命保険相互会社が令和５年７月に実施した「健康」に関するアン
ケート調査によると、コロナ５類移行に伴う社会の変化が身体と心の健康に大きく影響して
いるという結果が出たそうです。健康の大切さを実感し、今よりもっと健康になりたいとい
う意識が高まり「食事、栄養、睡眠、運動」への関心度が増したというのです。しかし物価
高の影響で「食事、栄養、運動」への不安があると回答した人が２／３に上りました。ウク
ライナ戦争による原油高に加えて、酷暑で野菜の出来が悪く値段が上がった事も原因と考え
られます。このところの物価高は目に余るものがあります。ガソリンはもとより、食料品の
ほとんどが値上がりしました。そんな中でもお米はとても有り難い存在で、何はなくともお
米さえあればお腹を満たすことができます。県内町村長には米農家が数人いますが、近年は
米離れが進んだり、米価は上がっても肥料の高騰で手元に残るお金は変わらず、米農家は大
変だと話していました。私の子育て時代には、「ご飯さえ用意をしておけば、子ども達がひも
じい思いをしなくて済む」との思いで炊飯器にご飯を絶やさなかったことが懐かしく思い出
されます。春は苗の緑が水面に映え、秋には首を垂れた稲穂が黄金色に輝く、そんな原風景
が未来永劫消えることのない『瑞穂の国　日本』であって欲しいものです。� 感　謝　
　　　　「米という字を分析すれば　八十八度の手がかかる
　　　　　　　　　　お米一粒　粗末にならぬ　米は我らの親じゃもの」

宮城県民謡「米節」より　　　　

【大会の規模及び成績】
１．国際大会出場
２．全国大会３位以内入賞
３．全国大会出場
４．関東大会または東日本大会６位以内入賞
５．埼玉県大会３位以内入賞
６．県北部大会３位以内入賞（小・中学生のみ）
７．秩父郡市大会優勝（中学生のみ）
※表彰区分は、１・２が「栄誉賞」、３～５が「優秀賞」、
６・７が「奨励賞」となります。

令和５年度長瀞町スポーツ表彰を行います
　町では、令和５年１月１日～令和５年１２月
３１日に開催された各種スポーツ大会で優秀な成
績を収めた町内在住者または町内団体、町出身の
学生に「長瀞町スポーツ表彰」を贈呈します。
　表彰基準のいずれかに該当する成績を収め、表
彰を希望する個人または団体は下記担当までお問
い合わせください。

受付期間　１月４日㈭～１月１９日㈮　
　　　　　土日祝日を除く　午前９時～午後５時

 問合せ 　教育委員会　生涯学習担当　 ☎ ６６・３１１１　内線３０６


